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○開催趣旨

・白岩砂防えん堤の重要文化財指定にあわせ、富山が世界に広まった近代砂

防技術発祥の地であることや、立山砂防の文化的価値を広く紹介する。

・世界の多くの国で日本の砂防技術が導入され防災対策に寄与しているなど、

日本の砂防技術の国際的な広がりとその貢献について広く知見を得る。

開 催 要 領

○開催日時

平成２１年１０月１６日（金）

○会 場

インテックビル ３階 スカイホール

○後 援
(社)全国治水砂防協会、 (社)砂防学会、(社)日本地すべり学会、全国近代化遺産活用連絡協議会

富山県治水砂防協会、(社)全国治水砂防協会立山支部、(社)斜面防災対策技術協会富山県支部

(社)富山県建設業協会、立山砂防女性サロンの会、(財)立山カルデラ砂防博物館

立山砂防スペシャルエンジニア、ＮＰＯ法人富山県砂防ボランティア協会

「立山・黒部」を誇りとし世界に発信する県民の会、 立山黒部自然環境保全・国際観光促進協議会

開 催 要 領

○主 催

国際砂防フォーラム実行委員会

● 立山砂防

技術協力

地すべり係
四角形



プ ロ グ ラ ム

１３：００ 開 場

国際砂防フォーラム２００９

１３：３０ 開会挨拶 富山県知事 石井 隆一

１３：４０ 特別講演

１４：５０ 講演

コメンテーター
大井 英臣氏 （（独）国際協力機構地球環境部アドバイザー）

１６：４０ 閉 会

スチュアート・スミス氏（イギリス） （国際産業遺産保存委員会事務局長）

「近代の文化遺産（産業遺産）について」

「立山砂防の歴史的・文化的価値について」

近藤 浩一氏 （(財)砂防・地すべり技術センター専務理事）

「ネパールと日本の砂防の技術協力について」

ケダル・バクタ・マテマ氏（ネパール） (元駐日大使)

「インドネシアの砂防の持続的な発展に向けての取り組み」

ジョコ・レゴノ氏（インドネシア） (ガジャマダ大学教授)

「文化的景観から見た立山砂防について」

杉尾 伸太郎氏 （イコモス文化的景観国際学術委員会副委員長）

プ ロ グ ラ ム

（ 休 憩 ）

来賓挨拶 国土交通省河川局 砂防部長 牧野 裕至



ケダル・バクタ・マテマ氏（ネパール） 元駐日大使
ギャノダヤ高校（成人向け非営利学校）の創立者／校長
1975年 カトマンズの国際銀行居住使節団顧問
1991年 トリブヴァン大学副学長
1996年 駐日ネパール大使
2003年 ネパール国ハイレベル特別委員会委員（外交政策）
現在、プルバンチャロ大学評議委員、ナショナルアカデミー評議委員等で活躍

講演者紹介
講演者の紹介

ジョコ・レゴノ氏（インドネシア） ガジャマダ大学教授
1983年 シティ大学（ロンドン）にて水工学の学位取得

1994年 ガジャマダ大学土木工学科副学科長

1999年 ガジャマダ大学大学院水資源学科長

2001年 ガジャマダ大学大学院自然災害学科長

現在、ガジャマダ大学土木環境工学科国際大学教育研究主任教授

スチュアート・スミス氏（イギリス） 国際産業遺産保存委員会事務局長
1982年 英国博物館協会特別会員

1984年 ロンドン名誉市民

1986年 国際産業遺産保存委員会事務局長

2004年 大英帝国勲章授賞

現在、国際産業遺産保存委員会事務局長とともに英国イコモス委員

近藤 浩一氏 （財）砂防・地すべり技術センター専務理事
1972年 建設省入省

1988年 中部地方建設局多治見工事事務所長

1993年 富山県土木部砂防課長

1999年 国土交通省河川局砂防部保全課長

2003年 国土交通省河川局砂防部長

杉尾 伸太郎氏 日本イコモス国内委員会副委員長
環境庁自然保護局を経て株式会社プレック研究所 設立、代表取締役社長、現在に至る。
武蔵野美術大学、長岡造形大学、国士舘大学の非常勤講師。国際造園家連盟（IFLA）副
会長を歴任、現在International Committee on Cultural Landscapes ICOMOS-IFLA Vice 
President・日本代表、日本イコモス国内委員会副委員長、（財）日本造園修景協会会長で
活躍している。

大井 英臣氏 （独）国際協力機構地球環境部アドバイザー
1962年 建設省入省 主に防災、水資源を担当

1973年 外務省経済協力局

1977年 ESCAP台風委員会（マニラ）に派遣
1981年 国連災害救援調整機関（ジュネーブ）に派遣

1990年 国際協力事業団地球環境部アドバイザー




